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“ �囲 � � �，聖二ニー寸言＿－．1．肥田」聖　上「 

かねてから建設が待たれていた「町民体育館」の建築工事がス
タートしました。11月9日、工事の無事を願って地鎮祭が行われ
た後、きっそく建設機械が入って工事に取りかかりました。完成
は来年10月末の予定です。

く施股概憂〉　所在地　遠賀町大字別府3321番地
構　造　鉄筋コンクリート進2階建
敷地面積　4．007平方メートル
床面積1階1，135平方メートル

2階　17g平方メートル

総合運動公園 �リ　　　■」 �遠　賀 

水辺の広場 ��鵬眠体育館 

総合運動公園敷地内南側に「水辺の広場」が完成しました。こ
の施謝ま∴遠賀町のキヤ・ソチフレーズにもなっている「豊かな水

旧．‥．～b＿＿〟＿塵＿．A＿＿三善、 ��L r を∴ 

へ∴∴∴∴∴二 －“ ＼濠 ∴∴ふ∴∴∴∴ �＼‾‾一一一′－ ：∴：読∴ ∴「∴∴言∴ ∴∴∴ �／i／塩 　∴： ！ 一一一－l 

（2）



広報あんが
iiilMmIilMiI剛iiiiiii洲日間i洲ii洲Il剛州開聞開聞il州i洲州i州剛順‖li剛i川i州i日間i州細川i順用iIii細川Iii刑i州日用開聞州ii州日用日用i聞聞il日間剛細川日用間iil間Mii州i脚iliⅢ肌用mmiiilIiiM剛開脚i剛nninI

社会に向って羽ばたけ

成人おめでとう
1月15日は「成人の日」です。「おとな」

になったことを自覚し、自ら生き抜こうと
する新成人の方々を祝い励ますために遠賀
町でも記念行事を計画しています。そこで
新成人を迎えられる方（昭和42年4月2日
～43年4月1日間の出生者）を調査し、11

月10日現在で次の通り記載しましたが、そ
の後転入された方や、漏れ、誤記などがあ
りましたら謹んでおわび申し上げるととも
に、ご面倒ながら教育委員会社会教育課
（293－1234）までお知らせください。なお、

現在就学のため遠賀町に住所がない方も参
加できます。

畠糞主点

（3）

【島　津】

大
場
克
彦

【若　松】

入
江
眞
由
美
、
南
口
照
美
、
早
川
弘
美
、

舛
添
浩
子
、
耕
法
孔
明
、
渡
辺
撃
弘

【虫　津】

聾
英
子
、
大
塚
美
幸
、
木
村
詩
想
、

新
宮
ち
え
み
、
竹
森
美
枝
、
暁
光
千
綿
、

半
田
宏
治
、
秦
敏
樹
、
牧
野
啓
子
、
三
原

和
美
、
三
好
憲
司
、
門
司
正
志

【尾　崎】

秋
武
勇
、
尾
形
狽
治
、
楽
聖
i
錦
、
末
崎

誠
二
、
西
岡
さ
ち
子
、
宮
田
智
恵
、
三
島

な
お
み
、
宇
部
ひ
ろ
み
、
須
諺
、
木
村

好
央

【別　府】

轟
菊
枝
、
泉
原
兵
庫
、
岩
本
鉄
也
、
岡

村
朋
枝
、
河
暗
淳
一
、
黒
木
美
香
、
大
野

光
代
、
佐
藤
瑛
子
、
添
田
知
俊
子
、
主
情

哲
称
、
豊
田
真
理
子
、
由
井
司
、
中
嶋
脅

一
、
中
村
朝
子
、
仲
野
貴
文
、
永
島
由
実

子
、
新
英
真
忠
子
、
花
生
和
之
、
花
田
佐

智
子
、
長
谷
川
裕
美
、
日
野
舘
英
、
冷
隼

田
宏
、
樋
口
尚
喬
、
渕
上
弥
生
、
藤
川
良

子
、
松
原
洋
、
富
野
美
香

【今古賀】

葉
仁
志
、
小
過
小
百
合
、
柴
田
展
江
、

蕊
諸
学
、
武
谷
裕
司
、
宮
田
的
、
山
下

【松ノ本】

石
川
悦
子
、
大
原
葉
月
、
片
山
由
夏
、
坂

本
安
倍
、
酒
井
千
代
子
、
柴
田
誠
、
末
日

純
子

【遠賀川】

石
松
狙
弘
、
砦
見
陽
一

田
富
浩
、
田
口
陽
子

登
坂
英
治
、
伸
西
城

司
、
春
田
久
美
子
、

日
商
照
子
、
村
田
恭

子【薪　町】

綾
部
欣
子
、
一
〔
怒
直

美
、
油
田
純
也
、
小

野
節
子
、
槇
原
伸
一

久
津
輪
敬
子
、
古
賀

あ
か
ね
、
雲
霞
充

諒
雲
健
二
、
春
田
和

雄
、
堀
江
之
陰
、
牧

浩
一
、
故
実
狂
、
宮

崎
裕
、
村
日
藩
介

【旧　傭】

審
美
、
園
美
智
代
、
多
田
英
子
、
塚
本
亜

由
美
、
中
山
ゆ
か
り
、
永
田
千
拍
子
、
西

原
脇
二
郎
、
胡
椒
巧
治
、
福
嶋
深
幸
、
松

加
藤
芳
子
、
副
　
同
園
文
、
松
本
忠
治
、
吉
浦
玄
黍
、
富
田

貴
司

賢
一
、
中
村
習
、
永
原
真
一
、
森
田
恵
里

森
田
久
美
子
、
山
口
み
ほ

【上別府】

伊
藤
洋
二
一
村
も
と
子
、
石
本
秀
行
、

福
元
ち
ず
る
、
甲
斐
崇
子
、
熊
暗
巽
、

鹿
野
牧
子
、
柴
田
知
己
、
筋
田
勝
利
、
竹

串
幸
子
、
谷
川
澄
子

桝
田
郁

【若葉台】

有
田
享
子
、
溶
暗
武

脇【虫生津】

川
竹
宙
美
、
海
知
恵

描
識
別
、
毛
利
由
美

子
、
安
永
浩
一
、
千

々
和
英
穂
、
柳
原
恵

子【芙　蓉】

驚
晴
美
、
白
石
智

硲

永
田
実
線
、
野
村
俊
太
郎

岡
崎
潔
、
申
川
和
班
、
森
本
撃

【広　激】

葺
合
口
男
、
金
政
党
次
郎
、
川
口
秋
子
、

柴
田
寿
子
、
柴
田
裕
美
、
曾
我
英
一
、
鶴

原
綾
乃
、
松
本
佳
澄
、
宮
野
真
由
美
、
今

田
真
理
、
癌
踵
太
、
黒
清
秋
恵

【東　町】

秋
吉
清
治
、
岩
畳
蓄
結
、
大
川
内
奥
美

川
原
義
貝
、
小
宮
明
美
、
二
宮
聖
子
、
西

み
つ
よ
、
薄
遇
仁
美
、
元
木
龍
一

【
西
　
町
〇

時
田
和
夫
、
徳
田
そ
の
手
、
中
川
徳
子

【東和苑】

青
木
春
牽
沌
主
淫
行
、
蕪
幸
手
、
内

野
稔
秀
、
尾
形
佳
代
子
、
屋
認
諾
、
金

色
美
奈
子
、
菊
池
雪
子
、
北
暗
か
お
る
、

坂
暗
稔
、
坂
田
和
歌
子
、
田
中
隆
一
、
野

禽
美
由
紀
、
平
蛇
英
夫
、
福
田
純
子
、
藤

枝
直
人
、
森
寿
美
子
、
矢
川
恵
一
朗
、
八

尋
美
紀
、
山
口
美
春
、
山
下
誼
美
、
山
瀬

薫
、
山
本
由
紀
子
、
芳
村
英
秘
、
渡
遣

美
津
恵

【浅　木】

有
責
陽
二
、
璽
晶
子
、
漠
豊
志
郎
、

農
村
美
佳
、
坂
田
由
美
子
、
敷
板
秀
一
、

高
蜜
豊
、
芳
賀
莫
須
美
、
重
頴
副
詞
、

三
好
恩
、
細
井
博
志

【木　守】

石
井
幸
子
、
小
川
陽
子
、
小
川
大
介
、
小

林
久
美
、
瀬
戸
奈
尾
美
、
福
田
章
子
、
村

田
真
由
美

【巻　貝】

田
中
奈
津
子
、
高
幡
サ
ツ
手
、
患
美
由

紀【白水寮】

欝
前
文
、
金
木
陽
一
、
日
蓋
、
野

田
久
雄
、
花
谷
正
、
歴
史
仁
英
彦
、
山
賂

浩一



ゆく年くる年
みんなで防犯

固定資産税（第3期）の納付は12月25日までに

十
二
月
は
一
年
間
の
総
決
算
期
で
す
。
い

つ
も
の
月
よ
り
人
や
お
金
の
動
き
が
活
発
に

な
り
、
そ
れ
を
ね
ら
っ
た
強
盗
や
ひ
っ
た
く

り
、
空
巣
ね
ら
い
な
ど
も
た
く
さ
ん
起
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
十
二
月
を
震
乗
特
別
警
戒
」

の
月
と
し
て
、
犯
罪
や
事
故
の
防
止
に
努
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
正
月
を
む

か
え
る
た
め
、
も
う
一
度
あ
な
た
の
周
囲
毒

見
置
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

暴
力
団
犯
罪
を
防
ご
う

最
近
塁
刀
団
な
ど
に
よ
る
け
ん
銃
で
の
殺

人
事
件
、
債
権
取
り
立
て
、
盛
り
場
な
ど
で

の
暴
力
串
件
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

暴
力
団
を
棋
穐
す
る
た
め
、

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

。
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

o
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

の
暴
力
三
な
い
連
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

侵
入
姿
を
防
ご
う

・
外
出
す
る
と
き
は
、
た
と
え
わ
ず
か
な
時

間
で
も
カ
ギ
を
必
ず
か
け
る
習
慣
を
身
に

つ
け
、
隣
近
所
に
も
「
ひ
と
曹
か
け
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
多
額
の
現
金
は
、
な
る
べ
く
家
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
、
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

・
声
や
寝
に
は
補
助
錠
を
取
り
付
け
、
声
や

窓
を
開
け
る
と
鳴
り
だ
す
「
防
犯
プ
サ
⊥

や
「
防
犯
ベ
ル
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
－
つ
。

乗
り
物
盗
を
防
ご
う

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で

も
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
ま
し
ょ
う

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

・
車
軸
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に

・
路
上
駐
車
や
空
地
な
ど
へ
の
駐
車
は
し
な

・
窓
ガ
ラ
ス
は
必
ず
閉
め
て
お
く

ひ
っ
た
く
り
か
ら
身
を
守
る

・
人
通
り
の
少
な
い
夜
道
や
、
住
宅
街
な
ど

の
狭
い
道
路
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
銀
行

帰
り
や
夜
遅
く
帰
る
場
合
は
特
に
注
悪
が

必
要
で
す
。
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

が
近
づ
い
て
来
な
い
か
な
と
、
周
囲
に
対

す
る
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。
。
壷
の
一
人
歩
き
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
は
う
は
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
し
っ
か
り
握
る
か
胸
に
か
か
え
て

持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
万
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
大
声
で
近

く
の
人
に
助
け
を
求
め
る
と
と
も
に
、
犯

人
の
人
相
、
特
徴
、
串
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

を
確
認
し
て
、
す
ぐ
二
〇
番
し
ま
し
ょ

う。



役場の機構が変わりました 
今回の機構改革では、65年とぴうめ国体に向けて国体準備室が設置されま 

した。また、税務が単独の課となり、徴収係が新設されました。社会教育課 

には公民館係が新設され、中央公民館および別館の運営を行います。 

住民相談、人権よう護、防犯、交通共済については、福祉課地域改善係で 

取りあつかうようになりました。 

瞳収入役　茸 

鞘欄間日出日用帥紺 

紬鵬剛　網棚欄胴闘醒 
（5）

天
ぷ
ら
油
火
災
の

予
防
と
消
火
方
法

天
ぷ
ら
油
火
災
の
予
防

甘
藷
や
来
客
の
と
き
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火

を
小
さ
く
し
て
そ
の
場
を
蹴
れ
、
火
災
に
な

っ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

天
ぷ
ら
油
は
、
コ
ソ
ロ
の
火
を
小
さ
く
し

て
も
加
熱
さ
れ
て
い
る
限
り
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
油
温
か
発
火
点
に
達
し
油
自
体
か

ら
発
火
す
る
の
で
、
万
が
一
の
場
合
の
消
火

方
法
と
あ
わ
せ
て
、
事
前
の
予
防
対
籍
と
し

て
次
の
こ
と
に
注
漬
し
ま
し
ょ
う
。

0
0
火
気
使
用
器
具
周
囲
の
不
燃
化
。

の
火
気
使
用
器
具
周
囲
の
整
理
軽
と
ん
。

㈹
∴
絶
対
に
そ
の
望
罷
れ
な
い
。

㈲
　
そ
の
場
を
蹴
れ
る
時
は
必
ず
火
を
消
す

㈲
天
ぷ
ら
を
掃
け
る
と
き
に
は
、
消
火
器

や
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
を
す
ぐ
使
え
る
よ
う

に
準
備
し
て
お
く
。

㈲
火
気
器
具
の
天
ぶ
た
は
、
清
掃
し
て
油

脂
な
ど
を
付
着
さ
せ
な
い
。

㈹
∴
掃
け
カ
ス
な
ど
が
付
着
し
た
り
、
よ
こ

れ
て
い
る
鍋
は
掃
除
し
て
使
用
す
る
。

身
近
に
あ
る
も
の
を
用
い
て
消

火
す
る
方
法

の
∴
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
な
ど

濡
ら
し
て
か
る
く
し
ぼ
り
、
転
け
て
こ

っ
折
り
に
し
、
鍋
の
手
前
か
ら
油
面
を
お

拳
つ
よ
う
に
か
け
る
。

一
枚
で
密
閉
で
き
な
い
時
は
、
二
枚
三

枚
と
か
け
る
。

か
ぶ
や
た
あ
と
、
ガ
ス
の
コ
ッ
ク
を
閉

める。

の
消
火
器
に
よ
る
消
火

消
火
器
の
場
合
、
炎
が
消
え
て
す
ぐ
に

薬
剤
の
欝
を
や
め
る
と
苗
発
火
す
る
の

で
、
飼
甲
に
薬
剤
を
十
分
注
入
す
る
こ
と

ま
た
、
近
づ
き
す
ぎ
る
と
欝
圧
力
に
よ

り
油
が
飛
び
散
り
、
や
け
ど
の
危
険
が
あ

る
の
で
2
～
3
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
誌
れ
て

放
射
す
る
。

●
こ
の
ほ
ど
、
9
月
Ⅱ
日
に
旧
儀
で
発
生
し

た
天
ぷ
ら
火
災
に
際
し
、
火
災
の
発
見
と
適

切
な
初
鵜
消
火
で
大
火
を
防
い
だ
、
山
本
政

雄
さ
ん
幸
子
さ
ん
芙
妻
、
小
田
原
天
利
さ
ん

山
下
男
さ
ん
の
1
人
に
、
遠
賀
郡
消
防
本
部

消
防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
・
救
急
件
数
　
（
1
0
月
中
）
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釦「軽くて軟らかなポールを使う、安全
でだれにでも簡轡に楽しめるスポーツ

太　田　貴　大　くん

（苧洋学さんの瑚〉
昭和61年12月18日生

3人目にしてやっと生まれたのか

ボク。歯は4カ月から生えだし、た

だ今11本。アンヨはまだだけど階段

だって登れるし、すべり台もへっち

ゃら。周りのみんなは毎日ハラハう。

尾崎9抽番地
裏つ　　い　　　　　　あたる

松　井　　　渉　くん

（薫孝さんの次男）
昭和61年12月11日生

ポクは寅年生まれ。でもまだ小さ

いので、おねえちゃんやおにいちや

んからいじめられます。でも負けま

せん○だってボクは独りで世の中を

ワタルんだもん。
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です。
●
日
　
程

①
ュ
2
月
如
日
　
午
前
的
時
～
ュ
2
時

轡
朋
謂
）
午
前
蕃
～
纂
3
時

フ
ト
・
ミ
ニ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

●
場
　
所

浅
木
小
学
校
及
び
広
漠
小
学
校

●
持
参
晶

体
育
鈷
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
着

2
・
3
日
目
は
昼
食

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係

舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

町
内
学
校
の
人
権
作
品

今
、
－
番
知
り
た
い
こ
と

遠
賀
中
学
校
一
一
一
年
　
田
　
中
　
晴
　
美

わ
た
し
は
昔
、
一
度
だ
け
部
落
に
つ
い

て
姉
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
わ
た
し
は
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
坐
霞
時
代
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
す
。

あ
る
日
、
姉
が
部
屋
で
何
か
作
文
の
文

集
ら
し
い
も
の
を
羨
ん
で
い
た
と
き
の
こ

と
で
し
た
。
姉
は
目
に
涙
を
た
め
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
姉
に
、
「
お
姉
ち
e
I

ん
。
な
ん
読
み
よ
う
と
？
」
と
聞
き
ま
し

た。
姉
は
、
「
部
落
出
身
の
人
の
作
文
を
読

み
よ
う
と
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
頃
の
わ
た
し
に
は
、
部
落
と
い
う
も
の

が
何
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

わ
た
し
は
姉
に
も
う
一
度
聞
き
ま
し
た
。

「
部
落
っ
ち
な
－
ん
？
」

姉
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
、
作

文
で
得
た
こ
と
す
べ
て
を
わ
た
し
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
姉
の
涙
は
今
に
も
あ
ふ

れ
出
し
そ
う
で
し
た
。
姉
は
、
「
部
落
と

い
う
の
は
ね
…
言
古
真
剣
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
で
も
、
わ
た
し
に
は
よ
く
わ

か
ら
ず
、
た
だ
、
あ
あ
か
わ
い
そ
う
な
人

な
ん
だ
な
あ
、
と
し
か
思
い
ま
せ
ん
で
し

た。
そ
ん
な
話
も
忘
れ
か
け
て
い
た
こ
の
頃

社
会
で
公
民
の
分
野
に
入
り
、
部
落
差
別

と
い
う
の
か
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
部
分

を
涜
ん
で
、
部
落
の
人
は
か
わ
い
そ
う
だ

と
い
う
気
持
ち
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
し
か
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
た
し
に
は
関
係
な
い
、
と
い

う
気
持
ち
が
心
の
中
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

ー
つ
か
・
…
・

こ
く
最
近
に
な
っ
て
、
人
権
に
つ
い
て

二
時
間
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
部
落
問
題
に
つ
い
て
で
す
。
わ
た
し
は

そ
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
は
も
う
十
分
に
知

っ
て
い
る
。
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
本
当
は
こ
の
重
大
な
問
題
の

か
け
ら
の
知
離
を
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と

に
気
つ
い
た
の
で
す
。
初
め
は
、
う
と
う

と
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
知

ら
な
い
言
葉
が
耳
に
と
び
込
ん
で
き
ま

す
。
い
く
ら
か
時
間
が
た
っ
て
、
わ
た
し

は
、
ま
じ
め
に
話
を
聞
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
真
剣
に
聞
く
う
ち
に
部
落
の

本
当
の
問
題
が
わ
か
り
か
け
た
の
で
す
。

先
生
は
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
わ
た
し
が
、
そ
の
中
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
「
菜
の
花
」
と
い
う

の
で
す
。
部
落
の
人
が
酒
屋
に
入
り
「
角

う
ち
酒
」
を
飲
ん
だ
た
め
に
死
刑
に
さ
れ

酒
屋
の
周
り
に
は
菜
の
花
が
咲
い
た
。
と

い
う
話
な
の
で
す
が
、
部
落
の
人
が
何
故

ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
こ
と
を
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に

も
ひ
ど
す
ぎ
る
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
二
時
間
の
話
の
終
わ
り
に
、

「
部
落
に
つ
い
て
の
意
識
を
心
の
中
か
ら

と
り
除
く
努
力
が
必
要
だ
。
」
と
お
っ
L
e

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
意
識
的
に
差
別
を
す
る
こ
と
は

一
番
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
わ
た
し
た
ち
は
部
落
問
題
に
つ
い
て

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
何
を
な
す
べ
き

か
。
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
が
今
、
わ

た
し
の
一
番
知
り
た
い
こ
と
な
の
で
す
。

や
さ
し
さ
を

自
分
に
　
相
手
に
　
友
達
に

浅
木
小
　
六
年
吉
野
　
陽
子

だ
す
け
あ
い

み
ん
な
で
守
ろ
う
　
明
る
い
世
界

島
門
小
　
六
年
柴
田
　
稲
美



男女交際－
親の出る幕大いにあり

息子（娘）さんが、学校の煽トり、異駿の友達と親

し気に談笑しながら歩いているのを、たまたまお母

さんが貝だとします○　さて、家に戻って子4共と顔を

合わせたとき、お母さん、どうしますか？気になっ

てモヤモヤしていながらも言い出せず、黙っていま

すか？それとも、異性交際について話し合ういいチ

ャンスとばかり、積極的に話しかけますか。

溺子供が求める大人の理解とさり気ない助言

中学生になれは、異性への関心が高まるのは、む

しろ自然なことといえます○　異色交際への強い欲求

を抱きながら、一方では受験を控えて勉強に対する

集中力が求められる・思春期は、あふれんばかり
の・心身のエネルギーにとまといなから、その方向つ

けにあれこれと悩み多い時期なのですa

果たして自分の異性』への関心・憧！的な知識は皆と

比べて異常ではないだろうか、親はどう思っている

のだろうか　　こうした不要・悩みを抱いている子

力も心の奥底！で最も求めていることは、先輩の、つま

り大人の理筋であり、さり気ない助言です。

詔信頼関係をつくる格好のテーマ

下校時に子供がカップルで歩いているの壱見かけ

六二のなら「見たわよ．／ステキな子ね。お母さんにも

紹介してネ」などと明るい調子で言葉をかけ、話の

きっかけをつかむのか良いと思います。子供は、テ

レくさく思いながらも、受け入．れてもらえたという

安心感を抱き、親に対して心を開くようになりま

す。親としては、自分の体験駿の一つも詰ることが

「お母さんも、おまえぐらいの年ころに、こんな

ことがあって真剣に†遊んだものよo　いま思うと笑っ

てしまうようなことだけど」

子供は、親も自分と同じ道を通って大人になった

んだなと改めて再濯！識すると同時に、親近感を抱き

ます○　いつでも頼れる、因ったときはいつでもぶつ

かっていけるというホットな気持ちを親に対して持

ちます。ここに、幼児期の、いわば一方通行の親子

関係とは異なる、信頼関係の再確立期としての親子

関係が、形つくられていきます。・逆にいえは、大人

同士の親子関係をつくっていくためには、異性‥問題

が格好のテーマなのですo　これを見逃す手はありま

せん。子供の異性：問題に、親の出る悪は大いにある

のです○

詔否定的な態度が親子間のミゾを深める

といっても「勉強に差しつかえるからすぐやめな

さいo　お母さんは、あんたのためを思って言ってい

るのよ」などと、有無さを言わせず否定的な態度に出

るのは、よい結果を生まないようです○　子供は「話

にならない。自分とは違った世界の人」というイメ
ージで受けとり、親子間のミゾが深まってしまうこ

とを多くみます○　子供は、それ以後、親にかくすよ

うになり、親の目の届かないところで何となく後ろ

めたさを背負いながら交際が進行してい＜ことにな

りかねません○

親は、説教したり、一つの判断を押しつけるので

はなく、自らの体験を淡：々と語ることによって子供

自身に考えさせるようにしたいものです。

岩佐高夫
家庭ケースワーク研究所長

東京都世田谷区教育委貝会生活指導相談貝
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消
防
設
備
士

講
習
会

●
受
付
期
日
及
び
会
場

1
2
月
1
5
日
（
火
）
～
宣
6
日
（
水
）

北
九
州
市
消
防
局

北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
1
～
1

1
2
月
1
7
日
（
木
）
～
1
8
日
（
金
）

福
岡
県
庁
地
下
6
号
会
憩
室

福
岡
市
博
多
区
束
公
園
1
～
1

●
対
象
署

の
消
防
憩
借
主
免
状
の
交
付
後
2
年
を
経

過
し
て
い
る
人
。

㈲
受
講
後
5
年
を
経
過
し
て
い
る
人
。

●
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

消
防
本
部
予
防
課
ま
で

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
1

な
お
、
受
諾
申
請
奮
な
ど
は
、
消
防
本
部

予
防
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。



高　麗∴露∴粂∴轟
き

録　　咲　　そ　　　よ∴∴∴佐
助∴∴∴江　　の　　　の　　手
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がんあ績広

度
々
遊
ん
だ
こ
と
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
る
。

冬
用
や
の
ぼ
り
そ
め
た
る
夕
芥
久
女

西
川
を
は
じ
め
と
の
用
心
海
抜
を
あ
ま
り

上
ら
な
い
の
で
、
満
ち
汐
に
な
る
と
一
せ
い

に
逆
流
を
は
じ
め
、
今
ま
で
下
流
に
向
っ
て

い
た
水
面
の
塵
や
芥
も
混
じ
え
て
こ
ん
と
は

一
気
に
上
流
に
方
向
を
か
え
る
。
の
ぼ
り
そ

続
遠
地
貝
町
文
学
散
歩

㈹

久

女

の

旬

㈲

久
女
と
い
え
ば
今
で
首
つ
生
活
派
の
作
家

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

愛
蔵
す
東
鰹
の
蒔
あ
り
菊
枕
　
久
女

白
妙
の
菊
の
枚
を
ぬ
ひ
上
げ
し
同

め
た
る
、
と
は
こ
う
し
た
時
間
の
移
り
変
り

が
よ
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
気
な
く

見
る
と
、
た
だ
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る

が
、
静
か
に
眼
を
澄
ま
し
て
見
る
十
満
ち
は

じ
め
た
夕
汐
の
匂
い
が
、
人
々
の
生
活
の
姿

ま
で
見
せ
る
よ
う
で
あ
る
。

菊
の
花
枕
を
つ
く
っ

て
恩
師
高
浜
虚
子
に
贈

っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に

松
本
清
張
の
小
説
「
菊

空
が
あ
る
が
、
久
女

と
の
関
連
が
ど
う
で
あ

ろ
う
と
、
彼
女
が
遠
賀

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
、

社
の
表
か
ら
声
助
川
の
堤
防
を
、
今
の
緑
光

苑
の
方
へ
出
る
通
し
か
無
か
っ
だ
。
川
は
一

面
に
穀
が
茂
っ
て
、
水
の
流
れ
も
よ
く
見
え

な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
冬
に
な
る
と
謎
も
茅

も
枯
れ
果
て
て
白
く
光
る
の
だ
っ
た
。
冬
か

ら
春
に
か
け
て
、
風
の
無
い
白
を
屈
め
て

茅
焼
き
を
す
る
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
茅
を
焼
く
煙
が
流
れ
、

語
や
萱
の
問
を
燭
が
走
る
。
消
え
た
か
と
思

う
と
ま
た
燃
え
だ
す
。
燃
え
る
か
と
思
つ
と

い
つ
の
問
か
消
え
た
よ
う
に
も
み
え
る
。

い
田
圃
道
や
小
さ
い
流

れ
に
沿
う
通
を
歩
く
と
初
冬
を
お
も
わ
せ
る

凪
が
枯
れ
は
じ
め
た
周
辺
に
流
れ
る
。

凪
ぎ
そ
ふ
遠
賀
の
萱
む
ら
焔
な
り
つ
つ

久
女

国
が
出
て
く
る
と
、
パ
リ
パ
リ
と
音
を
た

て
て
燃
え
る
萱
の
美
し
い
か
が
や
き
。
燃
え

残
っ
た
声
の
稿
が
空
で
ま
た
美
し
く
火
に
な

る。
芦
の
火
の
燃
え
ひ
ろ
が
り
て
消
え
に
け
り

久
女

土
提
長
し
萱
の
走
り

火
ひ
も
ず
か
ら久

女

っ
い
三
十
年
前
頃
ま
で
遠
賀
川
集
落
か
ら

島
的
小
学
校
に
通
う
の
は
会
費
の
入
勧
請

心
に
く
い
ほ
ど
季

節
感
に
あ
ふ
れ
る
、

こ
ん
な
景
色
に
酔
う

よ
う
で
あ
る
。

（
片
山
花
御
き

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

雑
　
　
　
謙
　
　
　
　
　
　
河
中
　
好
事
∴
輩

劫
を
目
の
思
い
虫
の
店
と
我
が
家
に

尋
ね
来
た
り
て
若
者
一
季
え
り

吹
く
風
に
乱
ち
ら
髪
を
手
櫛
に
て

か
き
上
げ
か
き
上
げ
帰
る
野
の
路

間
引
き
た
る
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
日
和
に

老
い
に
し
二
人
の
夕
餉
足
ら
い
g

足
冷
え
て
眠
れ
g
夜
は
掃
切
り
の

迫
れ
る
歌
に
憩
を
こ
ら
す

あ
え
ぎ
つ
つ
重
り
つ
め
た
る
山
頂
に

鎮
座
ま
し
ま
す
杵
を
お
ろ
が
む

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
運

ど
の
道
を
行
く
も
木
犀
匂
ふ
町
　
　
　
　
三
村
　
妙
子

黄
港
や
石
垣
続
く
城
の
流

稲
穂
な
か
百
姓
茶
屋
の
忽
と
建
つ

姑
の
声
反
る
検
証
の
巻
尺
に

徳
永
小
代
手

中
馬
千
代
女

柴
田
と
も
手
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垂
乳
ガ
　
ン
　
の
話
　
㈹

折
尾
　
田
中
壷
柵
人
科
医
暁
長
　
田
　
申
　
壮
　
介

縦
軸
に
つ
い
て
は
役
場
保
健
衛
生
係
へ
お
鼻
ね
く
だ
さ
い
。

来
年
か
ら
乳
ガ
ン
の
集
団
模
鯵

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
乳
ガ
ン
の
最
近
の
動
向
に

つ
い
て
結
し
て
く
だ
さ
い
。

壷
の
ガ
ン
と
し
て
は
、
孟
頚
部
ガ
ン

が
今
で
も
一
番
多
い
の
で
す
か
、
段
々
減
少

し
治
癒
率
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
が
、
そ
の

反
面
、
乳
ガ
ン
、
卵
巣
ガ
ン
、
子
宮
休
部
ガ

ン
が
増
え
て
い
ま
す
。

国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
り
ま
す

と
、
昭
和
3
5
年
で
は
5
0
～
5
5
歳
に
つ
い
て
、

人
口
的
万
人
に
対
し
て
死
亡
率
m
・
⊥
人
で

あ
っ
た
の
か
、
昭
和
5
5
年
に
は
1
7
・
5
人
に

上
昇
し
て
い
ま
す
。
外
国
で
は
5
0
歳
以
上
の

乳
ガ
ン
は
多
い
が
、
日
本
で
は
少
な
い
と
ぎ

れ
て
い
た
の
が
、
最
近
で
は
5
0
歳
以
上
の
乳

ガ
ン
が
増
加
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。
国
内
で
の

地
域
差
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
に
多
く
西
日

本
に
少
な
く
、
ま
た
大
都
市
蔀
に
範
甲
す
る

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ガ
ン
は
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
の
生
活
模
式
の
変
化
と
関
係

が
あ
り
ま
す
か
。

大
い
に
あ
り
ま
す
。
雷
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
が
食
物
で
す
。
こ
れ
ま
で
ほ
乳

ガ
ン
の
発
生
と
食
事
と
は
筒
関
係
と
思
わ
れ

て
き
た
の
で
す
が
、
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の

統
許
に
よ
り
脂
肪
の
綬
取
重
と
乳
ガ
ン
の
増

加
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
事
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
豚
肉
の
妓
数
量
と
乳
ガ

ン
と
の
関
係
が
立
証
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
部

十
壷
村
部
、
ま
た
都
市
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

乳
ガ
ン
の
発
生
に
糞
遠
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

こ
う
し
た
食
事
内
容
の
差
に
よ
る
も
の
と
し

て
説
明
が
つ
き
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

乳
ガ
ン
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
は
食
事

内
容
を
欝
す
る
必
要
か
あ
る
と
言
え
ま
し

ょう。
最
後
に
、
乳
房
に
瞳
的
が
で
き

た
場
合
に
は
、
即
、
ガ
ン
と
駐
つ

て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

女
怪
の
乳
房
は
卵
巣
手
兵
に
、
女
怪
の
身

体
の
中
で
は
陽
の
一
番
多
く
で
き
る
場
所

で
す
。
脂
肪
唖
、
繊
維
腰
、
腹
膜
、
乳
腺
炎

乳
腺
雫
結
核
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
雪
軽
の
も
の
で
す
。
乳
房
の
腫
物
の
中

で
乳
ガ
ン
は
約
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
位
と
思
っ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
油
断
は
禁
物
で

す
。
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
す
ぐ
に
専
門
医

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
期
発
見

の
た
め
に
も
定
期
検
診
を
受
け
る
よ
－
つ
こ
こ

ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

歳
六
カ
月
児

検
　
形

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
所

●
対
象
者

●
内
　
容

●
持
珍
品

●
料
金妊

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
所

●
内
容

●
持
参
晶

●
料
　
金

1
2
月
1
7
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

英
公
民
館

1
歳
6
カ
月
～
1
歳
8
カ
月
児

（
昭
和
6
1
年
4
月
～
6
星
豊

麗
定
、
麿
摺
導
、
診
察

（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料揚

　
相
　
談

⊥
2
月
2
1
日
（
月
）

鳩
時
弧
分
～
ュ
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴
指
導

母
子
手
膜
受
領
の
方
は
印
鑑

無
料

＄

●
時
間
受
付
　
1
3
時
m
分
～
1
4
時

撲
謹
　
ェ
3
時
5
0
分
～

●
場
所
英
公
民
館

●
対
象
着
座
覆
2
4
カ
月
～
他
力
月
児

●
持
珍
品
問
診
票
、
母
子
壬
鹿

（

2

9

3

）

　

1

2

3

4

⑤
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
袋
、
ボ
ー
ル
箱
に

入
れ
、
収
集
日
に
燃
え
る
ゴ
ミ
と
同
じ
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑲
爆
発
物
な
ど
危
険
物
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さい。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
せ
き
・
聾

●
接
穂
日
　
工
2
月
2
2
日
（
火
）

ゴ
ミ
の
出
し
方

1
0
　
ヵ
条

①
収
集
日
の
朝
、
7
時
か
ら
8
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
ロ
は
し
っ
か
り
と
結
ん

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
各
地
区
ご
と
、
指
定
場
所
に
ま
と
め
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

④
か
さ
ば
る
も
の
（
ポ
ー
ル
箱
、
リ
ン
ゴ
箱

な
ど
）
は
、
つ
ぶ
し
て
小
さ
く
ま
と
め
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
工
基
串
の
時
な
ど
は
収
集
車
の
通
る
と
こ

ろ
ま
で
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
良
く
し
、
水
分
を

少
な
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
ス
プ
レ
ー
な
ど
は
ク
ギ
な
ど
で
穴
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

③
ガ
ラ
ス
な
ど
は
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん
で
く

だ
さ
い
。


